
★2020 年は京都で開催です！ 

第28回発達保障研究集会（京都） 

《案内》 

  全国障害者問題研究会    2020.3.20-21  
 

 
 発達保障研究集会は、今日的課題に焦点をしぼった「全体会」「課題研究」と、自由な発表の
場である「自由研究」を柱にしています。研究運動の発展と一人ひとりの研究・実践の深化をめ
ざして、ぜひ、つどいましょう。第 28 回の開催地は京都です。 
 
 
＜１＞全体会＝田中きよむさん（高知県立大学）社会保障改革のいまと発達保障の課題 
＜２＞課題研究＝設定テーマのもと指定報告と討論 
＜３＞自由研究＝研究・実践、意見の発表 
 

日時 2020 年 3 月 20 日（金） 12:30～ 受付開始 

   ～21 日（土）正午 

 

日程 20 日 13:00-14:30  全体会/F 棟 

      15:00-18:30  課題研究/F 棟 

   21 日 9:10-12:00    自由研究/B 棟 

――――――――――――――― 
     （13:00-16:00 全国委員会〈B3〉） 
 
 
会場 京都教育大学（藤森キャンパス） 

JR 奈良線：JR 藤森駅下車 徒歩約 3 分 
京阪本線：墨染駅下車 徒歩約 7 分 

 
 
 
参加費 会  員   3000 円 

一  般   4000 円 
    学生・障害者 1000 円 
 
 
 
宿泊は各自でご準備ください 
 
申込締切＝３月 10 日（火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
■参加申込方法 
 
 全国事務局に申し込み（ＦＡＸか郵送）、 
 当日、参加費等を受付にてお支払いください。 
 
 全国事務局（担当：梅垣、圓尾） 
 〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-15-10  西早稲田関口ビル４Ｆ 
 FAX：03-5285-2603   TEL：03-5285-2601 

 

 

共通講義棟（F棟） 

B棟 

（１）全体会 20 日 13:00-14:30   共通講義棟 F16 講義室 

「社会保障改革のいまと発達保障の課題」講師＝田中きよむ（高知県立大学） 

（２）課題研究 20 日 15:00-18:30 共通講義棟 F16,F12,F22 

①児童発達支援の実践～並行通園中心の事業所でのあそびに視点を当てて～ 
・総論 池添素 新刊「子どもが笑顔になる療育」の内容を中心に並行通園児の実態、あそびの

実践の重要性、保育所等との連携など 
・実践① 横山園佳さん（京都・児童発達支援事業所ひろば） 
・実践② 西田三賀さん（広島・尾道の児童発達支援センターあいあい） 
②障害児教育の実践と教育学～教えること、学ぶことの意味・価値を考える～ 

・実践報告 長友志航さん（特別支援学校） 

塚田直也さん（特別支援学校） 

・指定討論 川地亜弥子さん（神戸大学）、原田文孝さん（兵庫） 

③仲間の思いを聞き取るとは ～職員の専門性を考える～ 
・「障害のある人たちの思いをつかむとは？」現場の実践者より 
・「家族としてのねがいと職員としての思い」松本和剛さん（京都） 
・「事業所運営にかかわる当事者としての思い」松本誠司さん（高知） 
〈まとめ〉丸山啓史さん 

（３）自由研究 21 日 9:00-12:00 1 号館（B棟）B2, B3, B4, B5, B6 

《第 1会場》                                   ＊各会場にわかれて検討します 

○船橋秀彦（茨城）他研究プロジェクト報告 優生保護法下の優生手術の地域実態に関する研究 

○小森淳子（岐阜）岐阜県優生保護審査会議事録の資料から見えてきたこと 

○森下武宣（茨城）社会から“熱望・切望”され、強制優生手術された人たち～京都の事例から考える～ 

《第 2会場》 

○市橋博（東京）他研究プロジェクト報告 障害を持つ人の参政権の実態を知り改善をはかるための調査・研究 

○丸山啓史（京都）プラスチックと発達保障 

○樋原裕二（大阪）京都の町触からみる近世の知的障害者 

《第 3会場》 

○南有紀（和歌山）障害の重い子どもの発達と集団 

○村上穂高（京都）特別支援学校の授業場面における生徒の意思決定 

○平松洋子（山梨）幼児期の自閉症スペクトラム児への想像力の発達支援 

○中村尚子（埼玉）盲学校における盲精神遅滞児教育創生の歩み 

《第 4会場》 

○澤田淳太郎（鳥取）2017 年告示特別支援学校学習指導要領における策定過程の問題 

○寺門宏倫（茨城）特別支援学校の適正配置に関する一考察 

○妹尾豊広（東京）島の特別支援教育―― 一所懸命に生きる 

○辻和美（三重）教育カリキュラム・プログラムから見た「専攻科」の機能について 

《第 5会場》 

○薗部英夫（東京）スウェーデン基礎特別支援学校の実情と障害者権利条約 24 条の課題 

○品川文雄（埼玉）北欧のインクルーシブ教育への試み 

○宮本郷子（大阪）サリネン論文にみるスウェーデンのインクルーシブ教育と日本におけるインクルーシブ教育の課題 

○熊本勝重（大阪）相談事例から考える「みんなの中で」－子ども・親・教師の苦悩－ 
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